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計算機の発達に伴い、身の回りの熱流体現象を数値的に再現することが可能となりつつあり
ます。しかし、得られた結果からその原因や設計指針を抽出することは必ずしも容易ではあり
ません。我々は、数値シミュレーションと高度な最適化数理を融合することにより、新たな価値
の創出を目指しています。具体的には、乱流の最適制御、超多自由度の形状最適化、有限の
センサ情報に基づく熱流動場の最尤推定に取り組んでいます。また、生産技術に関わる熱流
体現象として、塗布乾燥による製膜過程のモデル化と制御に関する研究を進めています。
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